
総合的な探究の時間

館女の女性学～女性の生き方探究～

令和４年９月１３日（火） 実施報告



■１学年

題材名 講演会２事後学習・探究テーマの設定

目標
大崎先生の講演内容を振り返り、自分の言葉
でまとめる。また、グループ内でSDGsゴール５に
関する探究テーマについて話し合う。テーマ Goal５探究③

【学習内容・生徒の様子】
最初に、前回の大崎麻子先生による講演会「SDGsとあなた ガー
ルズが世界を変える」の振り返りを行いました。大崎先生のご講演の中
で、印象に残った言葉や内容を、接続詞「なぜなら」を用いて、理由を
含め２文になるように、８０語以内でまとめました。また、まとめた感想
を隣の席の人と意見交換し共有しました。
最後に、今後取り組むGoal 5探究の説明が行われました。この目
的は、「館女の女性学」の基礎となっているSDGsゴール５「ジェンダー
平等を実現しよう」についての理解を深め、社会の課題を自分ごととし
て考え、今後の探究活動に生かせるようにするためです。実際にゴール
5に関連する社会の課題について、グループを作りChromebookを使
用して情報を収集しました。



■2学年

題材名 発表要旨作成

目標
スライドの内容を整理して、より伝わりやすい発
表要旨を作成する。

テーマ あなたの本当に伝えたいことは？

【学習内容・生徒の様子】
はじめに、生徒はリモート講義を受けて、発表要旨作成での重要点
および諸注意を確認しました。次に、発表要旨作成をしました。みんな
真剣に取り組んでいました。その後、発表要旨作成途中段階で、班
内の他の人の作品を参考にして、「良い部分」を自分の発表要旨に
入れていた生徒もいました。どのクラスも良い雰囲気で「探究の時間」
が過ぎていきました。



■３学年

題材名 講演会（オンライン）

目標
講演を聴き、講師の先生が伝えたいことを理解
し、自分の言葉でまとめる。

テーマ
演題：「小論文の書き方ワークショップ」

講師：山中 司 氏

【学習内容・生徒の様子】
大学受験の小論文の採点を行う立場から、どのような点に気を付け
て小論文を書くのかをリモートで講演して頂きました。山中教授が今回
の講演で最も伝えたかった、「質問にきちんと答える」・「テクニックを使わ
ない」とはどういうことなのか、詳しくご説明を頂きました。それを踏まえて、
具体的な小論文の題と回答例をもとに、より詳しく小論文の書き方を
学びました。
生徒はメモをとりながら話を聴き、ワークシートに書き込んでいました。
受験科目に小論文を課す大学・短大・専門学校なども多くあるため、
真剣に講演を聴いていました。どのように小論文を書けばよいかという
悩みを小さくする契機になったと思われます。


